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①胴
どう

　組
ぐみ

（胴
どう

体
たい

のシンは「稲
いな

わら」を太
ふと

く束
たば

ねたものです。）

②着
き

せつけ（衣
い

装
しょう

を着
き

せていきます。）

④着
き

せつけ（衣
い

装
しょう

は多
おお

いもので70種
しゅ

類
るい

ぐらい
あります。）

③着
き

せつけ（中
なか

には綿
わた

などを入
い

れて、ふくら
みをもたせます。）

⑤振
ふり

付
つ

け（「目
め

打
う

ち」などを使
つか

い人
にん

形
ぎょう

に動
どう

作
さ

をつけていきます。）

⑥振
ふり

付
つ

け（職
しょく

人
にん

さんの個
こ

性
せい

が発
はっ

揮
き

されます。） ⑦振
ふり

付
つ

け（衣
い

装
しょう

の上
じょう

品
ひん

なシワも職
しょく

人
にん

さんの腕
うで

次
し

第
だい

。）

⑧胴
どう

体
たい

の完
かん

成
せい

（多
おお

くはこの状
じょう

態
たい

で、埼
さい

玉
たま

・東
とう

京
きょう

・
京
きょう

都
と

などの人
にん

形
ぎょう

の産
さん

地
ち

へ送
おく

られます。）

⑨頭
かしら

つけ（静岡では主
おも

に「胴
どう

体
たい

」がつくられ
ています。）

⑩完
かん

　成
せい

（小
こ

道
どう

具
ぐ

などをつければ完
かん

成
せい

です。）

＊最
もっと

もむずかしいところ

ことば（業
ぎょう

界
かい

の専
せん

門
もん

用
よう

語
ご

）

駿
する

河
が

雛
ひな

人
にん

形
ぎょう

Suruga Hina Dolls

＊おもな製
せい

品
ひん

天
てん

神
じん

雛
びな

、三
さん

月
がつ

人
にん

形
ぎょう

、時
じ

代
だい

人
にん

形
ぎょう

、五
ご

月
がつ

人
にん

形
ぎょう

など。

＊製
せい

品
ひん

の特
とく

長
ちょう

　胴
どう

体
たい

に「稲
いな

わら」を使
つか

うことと、人
にん

形
ぎょう

の衣
い

装
しょう

の

上
じょう

下
げ

が別
べつ

になっていることです。

＊つくりかた（胴
どう

体
たい

部
ぶ

分
ぶん

）
①稲

いな

わらを固
かた

めた胴
どう

体
たい

に、手
て

やヒザをつけます。

②衣
い

装
しょう

を着
き

せます。　

③人
にん

形
ぎょう

に動
うご

きをつけます。

④頭
かしら

（顔
かお

）をつけます。

＊おもな材
ざい

料
りょう

（胴
どう

体
たい

部
ぶ

分
ぶん

）
稲
いな

わら、和
わ

紙
し

、針
はり

金
がね

、くぎ、木
もく

毛
よう

、綿
わた

、着
き

物
もの

（金
きん

らん織
おり

物
もの

・友
ゆう

禅
ぜん

織
おり

物
もの

）など。

＊おもに使
つか

う道
どう

具
ぐ

はさみ、カッターナイフ、ミシン、目
め

打
う

ち

など。

　人
にん

形
ぎょう

の顔
かお

の表
ひょう

情
じょう

や衣
い

装
しょう

のデザイン

などに合
あ

わせて、人
にん

形
ぎょう

に動
どう

作
さ

をつけ

ることです。

駿
河
雛
人
形

が
で
き
る
ま
で

駿
河
雛
人
形

が
で
き
る
ま
で

＊静岡でできるわけ
　静岡では昔

むかし

から「天
てん

神
じん

雛
びな

」（菅
すが

原
わら

道
みち

真
ざね

を形
かた

どった農
のう

業
ぎょう

・

学
がく

問
もん

の神
かみ

様
さま

）を飾
かざ

る風
ふう

習
しゅう

があり、雛
ひな

人
にん

形
ぎょう

（主
おも

に胴
どう

体
たい

）を

つくる職
しょく

人
にん

さんが大
おお

勢
ぜい

いるからです。また、静岡は全
ぜん

国
こく

一
いち

（業
ぎょう

界
かい

調
しら

べ）の胴
どう

体
たい

の生
せい

産
さん

地
ち

で、「駿
する

河
が

雛
ひな

人
にん

形
ぎょう

」は伝
でん

統
とう

的
てき

工
こう

芸
げい

品
ひん

として国
くに

で認
みと

められています。

「胴
どう

がら」	������ 頭
かしら

（顔
かお

）のない胴
どう

体
たい

のことです。

「振
ふり

付
つ

け」	������ 衣
い

装
しょう

を着
き

せた人
にん

形
ぎょう

の両
りょう

手
て

などを曲
ま

げ

て、雛
ひな

人
にん

形
ぎょう

に型
かた

をつけることです。

県内事業所数 19所（平成29年）
県内年間出荷額 2,489百万円（平成29年）

資料：静岡県「データでみる静岡県の地場産業」（雛具・雛人形製造）


